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1 はじめに 
本研究の最終目的は，若年層韓国ソウル方

言話者による韓国語の母音の音響的特徴を明

らかにし，現代の韓国語の母音変遷を把握す

ることである．その目的を達成する第一歩と

して，後舌母音/u/, /o/, /ɑ/, /ɔ/ の音響的特徴の

把握を試みてきた．その結果，2 つのペアに

おいて，第 1 フォルマント（F1）, 第 2 フォ

ルマント（F2）平面上において，/u-o/, /ɑ-ɔ/ の
分布の近似が観察された[1, 2, 3]．このような

母音の変遷は他の言語においても共通的に見

られる現象ではないと推測される．さらに，

現代韓国語の母音の特徴においては，母音の

変遷が特徴的であることが知られており，そ

の 1 つの例として/e/ と/ɛ/ が挙げられる[1, 2, 
3, 4, 5]． 

これらの結果から，若年層韓国ソウル方言

話者の韓国語の母音発声時において，後舌母

音が母音空間上において近似をしていたとい

う事象に着目した．そして，その母音空間上

の近似が現代韓国語母音の特徴を表す変数と

なっているのではないかという仮説を設定し，

検証を行った． 
まず [2] では，30 代前半の男性を対象とし

た調査が行われ，単母音である V を対象に測

定がなされた．その結果，母音の分布から若

年層の特徴である/e/と/ɛ/の重なりが確認でき

た．また，後舌母音/u/と/o/の母音空間も F1，
F2 上では近似が確認された．さらにここでは，

/ɑ/と/ɔ/の近似も現れ，[1]が報告した 3 つの母

音のペアの近似が同様に観察された．その後， 
[3] では，調査対象を 30代前半の女性に変え，

同様の調査が行われた．その結果，F1，F2 平

面上において [2] と同様に母音の 3つのペア

/e，ɛ/では重なりが，/u，o/，/ɑ，ɔ/ において

はそれぞれ近似が観察された． 
しかし, これらの調査は単母音である V の

みの結果であり, 子音の影響については明

らかにされていない．そこで本研究では，

後舌母音/u, o/，/ ɑ, ɔ /の音響特徴を，韓国

語の破裂音 2 種（平音・激音）と調音点 3
箇所（両唇・歯茎・軟口蓋）において，そ

の特徴を見ることとした． 
 

2 調査 
2.1 参加者 
 20 代の韓国語ソウル方言話者，5 名（男：

女=2: 3）の協力を得て，音声の録音を行った．

なお，参加者の平均年齢は 23.8 歳である． 
2.2 録音音声 
録音音声は 1音節，音節構造はCVとした．

CV として用いられる母音と子音は以下のと

おりである． 
1) 母音：後舌母音 /u/, /o/, /ɑ/, /ɔ/ の 4 母音 
2) 子音：平音 /p/, /t/, /k/ 
     激音 /pʰ/, /tʰ/, /kʰ/  
 これらの音素の組み合せによる CV，合計 24
音声を 3 セット，1 人あたり計 72 音声を録音

した．  
2.3 手順 

コンピュータのディスプレイに，CV をハ

ングル文字で 1 つずつ提示し, 調査協力者に

読み上げてもらった．その際，参加者に対し

実験者が安定した音声で発話するよう伝え，

発話音声がある程度一定の長さ，高さとなる

ようにコントロールを行った．また，録音は

韓国ソウル市内にあるホテルの静かな一室

（暗騒音レベル：28.9 dBA）にて，サンプリ

ング周波数 48 kHz, 量子化レベルは 16 bit の
条件下で行った．使用機器は，ディジタルレ

コーダー(Marantz PMD 660) および, 単一指

向性マイクロフォン(SONY ECM-23F5) であ

る．  
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3 分析 
 フォルマントの測定は，音響解析ソフト

ウェア XKL [6]を用いて行い，分析した．分

析の際は, 音声を録音時の 48 kHz から 8 kHz
にダウンサンプリングを行った．その後，各

母音における定常部内の「始め・半ば・終わ

り」の時間軸の流れに沿った 3 点を取り，F1
および F2 周波数の値を測定した．フォルマ

ントは XKL 内の線形予測分析による周波数

推定値を採用し，さらに目視により確認を

行った．分析の際，次数は 14，窓関数は 25.6 
ms のハミング窓を使用した．明らかなエラー

値が出た場合は，DFT スペクトル包絡から目

視でピークを探し, 値を求めた．その後, 2 つ

の母音のペアの間の距離を算出するため , 
ユークリッド距離を用いた． 
 

4 結果と考察 
4.1 /u - o / 間への影響 
1) 平音の場合 
①両唇音/p/  
  1 名を除く 5 人中 4 人の/u - o / 間の距離

の値が 150-200 付近に集中し，近似して

いる（Fig. 1, 1a 左）． 

②歯茎音/t/ 
150-300付近に全体のデータの分布が見ら

れる．また，200 を境に距離の開きの差

が見られ，2 つのグループに分かれてい

る（Fig. 1，1b 左）． 
③軟口蓋音/k/ 

     母音間の距離に最も開きがあるものは， 
その差が 200 であり，最も小さい話者 
は 50 以下であった（Fig. 1, 1c 左）． 

2) 激音の場合 
①両唇音/pʰ/ 
 5 人中 3 人が 200 以下で母音間の距離が

最も近く，その他の 2 人のうち 1 人が 400 
付近と最も遠かった（Fig. 1, 1a 右）． 

②歯茎音/tʰ/ 
150 から 300 付近に全体のデータの分布

が見られる．200 を境に距離の開きの差

が見られ，2 つのグループに分かれてい

る（Fig. 1，1b 右）． 
③軟口蓋音/kʰ/ 

  最も母音間の距離の差が小さい値は 50 
以下で，最も大きい値は 500 付近と，距

離間のばらつきが大きい様子がうかがえ

る（Fig. 1，1c 右）．  
3) 平音と激音の比較 
 1) および 2) の結果から，個人によるばらつ

きはあったものの，傾向として調音点別に平

音／激音が母音間の距離に与える影響が観察

できた．まず，両唇音/p-pʰ/ では，平音/p/よ
り激音/pʰ/のほうが，母音間の距離が近くなる

様子が観察された．次いで歯茎音/t-tʰ/では，

激音/tʰ/ よりも平音/t/ のほうが近い様子が観

察された．これは，母音間の距離に与える差

は大きくはないものの，参加者全員に見られ

た傾向であった．最後に軟口蓋音/k-kʰ/である

が，両唇音と同様に個人によるばらつきは見

られたものの，平音より激音を先行子音とし

ていた母音のペアのほうがその距離の差は小

さかった． 
4.2 /ɑ - ɔ / 間への影響 
1) 平音の場合 
①両唇音/p/ 

       5 人のデータは全体的に見てみると，母 
音間の距離が遠い／近い，というどちら 
かに偏ることなく分布している．母音間 
の距離の差が最も小さかったのは 138， 
最も遠い値は 502 をとっており，距離の 
分布が個人差により差が開いている様子

            が観察できる（Fig. 2，2a 左）．       
②歯茎音/t/ 

   母音間の距離の差が最も小さかったのは 
94 で，最も大きかったのは 519 であり， 
全体的に差が開いている（Fig. 2，2b右）． 

③軟口蓋音/k/ 
     母音間の距離の差が最も小さかったのは 

223，最も大きかったのは 589 である． 
また，その他の 3 点は，その間の 300 付 
近から 500 付近に分布している（Fig. 2， 
2c 左）． 

2) 激音の場合 
①両唇音/pʰ/ 

  5 人中 2 人が 600 付近の値をとっており， 
残りの 3 人のうち 2 人が 200 付近に値を 
とっている．また，距離の差が大きく 2 
つに分かれている様子が観察できる 
（Fig. 2，2a 右）． 
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②歯茎音/tʰ/ 

5 人中 2 人の距離が近く，その値は 300 
付近である．しかし，その他の 3 人には 
近似している様子が観察できなかった． 

 

 

 

 
 
 

       
 
 
 

なお，ここで最も母音間の距離が小さ 
かったのは 152 であり，大きかったのは 
642 であった（Fig. 2，2b 右）． 

 

Fig. 1 先行子音（平音／激音）別の後舌母音/u-o/ 間
の距離．調音点は，1a：両唇，1b：歯茎，1c：
軟口蓋である．なお，実線は先行子音の影響と

して一定の傾向があるとみなしたもの，点線は

先行子音の影響の傾向としてみなしていない 
ものである． 

Fig. 2 先行子音（平音／激音）別の後舌母音/ɑ-ɔ/ 間
の距離．調音点は，2a：両唇，2b：歯茎，2c：
軟口蓋である．なお，実線は先行子音の影響と

して一定の傾向があるとみなしたもの，点線は

先行子音の影響の傾向としてみなしていない 
ものである． 
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③軟口蓋音/kʰ/ 
   母音間の距離から，5人の値を 2グルー 

プに分けることができる．5 人中 3 人

は母音間の距離が遠いとみなすことが

でき，その値は 449-560 の間にそれぞ

れ 3 点値をとっている．（Fig. 2，2c 右） 
3) 平音と激音の比較 
 1) および 2) の結果から，個人によるばら

つきはあったものの，傾向として調音点別に

先行子音である平音／激音が母音間の距離に

与える影響が観察できた．両唇音/p-pʰ/ では，

激音より平音のほうが母音間の距離が近い様

子が観察された．また，歯茎音/t-tʰ/ において

も両唇音/p-pʰ/ と同様のことが観察できた．

しかし，軟口蓋音/k-kʰ/ においては上述の調

音点 2 箇所の結果と異なり，激音が先行子音

である母音のペアのほうが，平音よりも距離

が近いという傾向が観察された． 
  

5 まとめ 
 本研究では，韓国語の後舌母音/u-o/ 間と

/ɑ-ɔ/ 間の各ペアの距離が，先行子音によりど

のように変化するのかを把握することを目的

とし，分析を行った．その結果，個人差はあっ

たものの，平音と激音をそれぞれ先行子音と

した母音間の距離は，同質のものではなく， 
距離に変化をもたらす様子が観察された． 
また，/u-o/，/ɑ-ɔ/ のどちらの母音間におい

ても，調音点が歯茎，軟口蓋である場合，調

音点別の特徴がそれぞれ観察された．歯茎の 
場合は，激音より平音のほうが母音間の距離 
が近く，軟口蓋の場合は，激音のほうが距離 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が近かった．それに加えて，/u-o/ 間のほうが

/ɑ-ɔ/ 間よりも距離の差が小さいことが確認

できた．これは[7] の結果と同様の結果で

あった．しかし，これらの結果だけでは F1
と F2 のどちらの要素による影響が大きいの

かがわからない．よって， 今後は母音間の距

離のみではなく，方向性に関しても検討した

い． 
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